様式第1号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（その１）

第３期 熊本学園大学高度学術研究プロジェクト研究計画調書
令和　　　年　　　月　　　日

学　長　 殿

下記のとおり、熊本学園大学高度学術研究プロジェクトの申請をいたします。
記

	１
	研究プロジェクト
代 表 者 氏 名
	    

	２
	代表者所属学部・学科等
	
	職　名
	

	３
	研　究　課　題　名
	
	研究分野
	別紙資料を参照してNo.と細目を記入してください。

	
	
	
	
	No.
	細　目　名

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	４
	研究期間
	令和　７年　４月　　～　令和　10年　３月　（3年間）

	５
	
	氏名
	所属・職名
	研究分野
	役割分担

	
	研究プロジェクトの組織
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※記述欄が不足する場合は適宜追加してください。
様式第１号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（その２）

	６
	研究の目的及び概要
次の点について具体的かつ明確に記述してください。なお、記述欄の過不足は適宜調整していただいて構いませんが、1ページ以内にまとめてください。

1 研究の目的、本研究の学術的背景、「高度学術研究プロジェクト」に申請する理由
2 研究の概要（ポイントを箇条書きで記入願います）
3 研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか


	①研究の目的、本研究の学術的背景、「高度学術研究プロジェクト」に申請する理由
②研究の概要
③研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか
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	７
	この研究プロジェクトに関連するこれまでの取組み（研究業績・外部資金の獲得状況等）について
なお、記述欄の過不足は適宜調整していただいて構いませんが、1ページ以内にまとめてください。


	①過去４年間の各メンバーの研究プロジェクトに関連する研究業績（査読の有無）
②過去４・５年間の各メンバーのこの研究プロジェクトに関連する外部資金の獲得状況
③その他



	8
	プロジェクトメンバーの現時点の外部資金の応募状況、期間内の応募予定、また、受入予定について
なお、記述欄の過不足は適宜調整していただいて構いませんが、1ページ以内にまとめてください。


	プロジェクトメンバーの氏名
	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関名）・「応募中」「受入予定」の別
	研究課題名
	研究期間の全期間中に、メンバー本人が自ら使用する研究費の直接経費の額（応募中のものは応募額）

	
	
	研究代表者の所属・氏名
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	９
	研究計画・方法
研究目的を達成するための具体的な研究計画・方法について、役割分担も含めて年度毎に記述してください。なお、記述欄の過不足は適宜調整していただいて構いませんが、１ページ以内にまとめてください。


	　①令和７年度
　②令和８年度
③令和９年度



様式第１号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（その６）

	10
	各年度毎の成果の公表について
学会発表等、各年度毎の成果の公表予定について記述してください。なお、記述欄の過不足は適宜調整していただいて構いませんが、1ページ以内にまとめてください。

	①令和７年度
　②令和８年度
③令和９年度
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	11
	学術研究倫理について

	　

1.　本学の規程「熊本学園大学研究倫理綱領」を遵守して、以下の点に務めてください。
　　（1）プロジェクトの全メンバーは、研究活動において、捏造、改ざん、盗用などの不正な行為を行わないとともに、研究費ごとに定められた助成条件や使用ルールを順守し、研究費の取扱いに係る不正の未然防止に努める。
　　（2）研究プロジェクトの研究活動の全容を把握・管理する立場にある代表者は、プロジェクトメンバーの個々の研究活動や研究成果を適切に確認するように努める。

2.　 「人を対象とする研究」について、以下の該当するチェックボックスにチェックを入れてください。

研究プロジェクトの研究には、個人または集団を対象として行う、臨床・臨地・人文社会科学の調査及び実験が
　　　　　　　　　　　　
☐　含まれている　　　　　☐　含まれていない
なお、「含まれている」場合は、本学の規程「熊本学園大学における人を対象とする研究倫理指針」を遵守してください。
3.　 プロジェクトの全メンバーは、研究活動に伴う利益相反による弊害が生じないように注意してください。
上記各項目を確認の上、以下のチェックボックスにチェックを入れてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☐　同意する　


